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目的　 皮 膚 の血 流 量 は 体熟 の 放散 調 節 を はじ め 皮膚 機 能 と 深い か か わり があ る ので 、 着

衣 や ガ ード ル 着装 に よっ てそ の 血流 量が ど のよう に変 化 す る かを 調 べ た。

方i*　 健 康な 本 学一学生 四 名を 被験 者 としt  、 先 ず、 無 着衣 時 、-J い で 、 着衣 時 とガ ード

ル 看 響 時の 皮膚 血 流 量 をレ ー ザド ッ プ ラ ー 血流 計 で測 定I た 。 測定 部位 は 前額 郡 、腹 部、

前 腕部 、 手 部、 大 腿 部、 下 腿部 、 足 部 で、 ガ ード ル 着 装 時に は 、ガ ード ル で緊 縛さ れ て い

る'腹 部 最突点 、 体 側 最突 点 、瞥 部最 突 点で 測 定し た。 こ れら の測定 は低 温 、中 等温、 高温

の 三段 階 の環 境 温 度 を設 定し て 人工 気 候室 で 行っ た。

結果　 無着 衣 時 の皮 膚 血 流量 を 身 体 部位 ≫J に みる と 前 額部 は 、他 の 部 位 に較 べる と 著し

く 大き く 、 また 、 振 幅も 大き か っ た が 、足 部 、下 腿 部 な どの 下 肢末 端 部 は 小で あっ た 。 着

衣時 に は 、こ の よ うな 血 流 の分 布 状 態 は変 わら な か っ た が、 何 れの 部 位 の血 流 量も 増 大し

た。 低 温 環境 時 にも 、 こ のこ の よう な傾 向 が 認め ら れ るが 、 そ の値４ま小 であ っ た。 ガ ーI'

ル を着 装 する と 、 被 覆部 位 の血 流 量 は、 何 れ の部 位も 旅 少し 、 緊縛 度が 強く な るほ ど 、 そ

の程 度 が 大で あっ た。
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被 服 圧 測 定に お い て 抵 抗 篠 盃 計 素 子内 蔵 型 の 圧 力 セ ン サ に か わっ て,一　再び･傀 惨 圧 法 の有

用 性 が クロ ―ズ ア ッ プ さ れて い る， そ こ で 本 研究 でa.. 流 体 圧 法 に よ る被 服 圧 測 定 方 法 の

欠 点 を 考慮 し， 受 圧 部 と 受 感 郎 を分 離 する 方 法 を 考 案し， そ の 使 用性 に つ い て 検討 する．

方　 法

被 服着 用 状 熊 を 想定 し たモ デ ル 実 験 か ら 得 ら れ た 実測 値と 理 論 計 算 値 を 比較 し， エ ア ー

バ ッ ク方 式 の 使 用 性を 検 討 する． 実 測 値 は. 内 径 φ=  3   0 ・・のポ リ エ チレ ン シ ート 袋 に 空

気 を 封 人 し た受 圧 部の エ ア ーパ ッ ク（ 袋 の 厚さ， 約0.14 ・■ ） と 受 感 部 であ る圧 力 セ ン サ を

外 径 φ=2 ・・のシ リ コ ン チ ュ ーブ で 連 結し た 装 置を 使 用し， 硬 さ や 曲 率 半径 の 異な る 人 体 モ

デ ル 上 で 測 定 す る． 理 論 計 算 値 は，k i  rkら の 式 に 従 い， 試 料 布 上 に マ ー キン グ し た 伸長 方

向 と 拘東 方 向の 伸 び と 曲 率 半 径 から 求 める．

結　 果

エ ア ーバ ッ ク の 空 気 量 が 増 加 する と 理 論 計 算 値 に 比 べ 実 測 値 が 高く な る. こ の 傾向 は，

剛体 モデ ル の 場 合 が 顕 著 であ る． 軟 体 モデ ル 上 で は. 空 気 量1    ●l!こお い て 実 測 値 と理 論 計

算價 がほ と.ん ど 一 致 す るこ と が わか っ た. 本 研 究 の エ ア ー パッ ク 方 式 に よ る 被服 圧測 定 方

法 は, 理 論 計 算 値と 実 測 値の 最 大 差 が 剛 体 モデ ル 上 で5 ．1gf／c●2， 軟 体 モデ ル上 で2.5gf/c
．^
あ り， そ の 有 用 性は 高い こ と が 確 認 さ れ た．
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